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国
の
勧

告
よ
り
若

干
の
プ
ラ

ス
の
公
民

較
差（
国
：
0.17
％
）と
な
っ
た
が
、

若
年
層
以
外
の
中
堅
・
ベ
テ
ラ

ン
・
再
任
用
職
員
の
給
料
表
上

で
の
賃
上
げ
は
月
額
わ
ず
か

４
０
０
円
で
あ
り
、
約
半
数
の

職
員
の
賃
上
げ
が
現
給
保
障
の

水
準
下
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
た

め
事
実
上
の
賃
上
げ
が
な
い
。

物
価
上
昇
に
も
追
い
付
い
て
い

な
い
た
め
、
昨
年
よ
り
も
生
活

が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
県

の
地
域
手
当
は
Ｈ
29
年
で
7.5
％

に
達
す
る
の
で
、「
水
準
調
整
」

の
風
穴
を
あ
け
る
た
た
か
い
の

先
陣
を
切
っ
て
い
き
た
い
。

介
護
専
門
職
２
人
が
立
て
続
け

に
メ
ン
タ

ル
で
退
職

し
た
問
題

や
、
新
人

に
休
日
出
勤
や
深
夜
残
業
が
続

く
ケ
ー
ス
で
の
退
職
に
追
い
込

ま
な
い
か
の
懸
念
、
各
種
休
暇

制
度
と
人
員
体
制
と
の
不
均
衡

や
使
い
に
く
さ
な
ど
を
当
局
に

指
摘
。
学
校
用
務
員
の
正
規
職

採
用
も
20
年
近
く
な
く
、
臨
時

職
採
用
で
は
経
験
や
技
術
の
継

承
が
失
わ
れ
、
共
同
作
業
が
出

来
な
く
な
っ
た
。
要
求
書
を
ま

と
め
て
交
渉
を
頑
張
る
。

正
規
採
用
な
け
れ
ば
技
術
の
継
承
消
え
る

日
野
町
職
労
　
奥
村
治
男

８
月
の
岡

山
大
会
で

特
別
休
暇

の
学
校
行

事
休
暇
を
１
日
か
ら
２
日
に
増

や
せ
た
こ
と
や
、
ガ
ン
治
療
者

の
願
い
を
交
渉
で
訴
え
て
ガ
ン

治
療
者
の
病
気
休
暇
１
８
０
日

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
滋

賀
女
性
部
の
活
動
を
報
告
し
た

と
こ
ろ
、
全
国
の
初
め
て
会
う

仲
間
た
ち
が
、「
す
ご
い
ね
」「
が

ん
ば
っ
た
ね
」
と
激
励
し
て
く

れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
。
引
き

続
き
、
で
き
る
こ
と
を
一
つ
一

つ
が
ん
ば
り
た
い
。

全
国
の
仲
間
「
す
ご
い
ね
」

女
性
部
　
正
木
ま
す
み

　

指
定
管

理
者
制
度

導
入
３
期

目
に
入
っ

た
が
、
今
回
の
管
理
者
の
選
定
は
公

募
で
行
わ
れ
た
の
で
冷
や
汗
も
の

だ
っ
た
。
次
回
は
非
公
募
で
行
う
よ

う
訴
え
て
い
き
た
い
。
職
場
で
は
長

年
に
わ
た
り
職
員
採
用
が
行
わ
れ
て

い
な
い
た
め
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
組
織
存
続
の
た
め
に
、
正
規
職

員
の
採
用
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

職
場
の
高
齢
化
深
刻
、
新
規
採
用
め
ざ
す

栗
東
体
協
　
佐
伯
英
樹

生
活
改
善
に
届
か
な
い
県
人
勧

滋
賀
県
職
　
嶋
林
弘
一

今
年
は
自

治
労
連
共

済
活
動

を
重
要
課

題
の
一
つ
に
位
置
付
け
、
全
組

合
員
を
訪
問
し
、
共
済
の
魅
力

を
伝
え
加
入
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
職
場
環
境
や
仕
事
の

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
個
々
の
課

題
や
悩
み
を
聞
く
運
動
を
進
め

た
。
そ
の
結
果
、
当
初
22
％
の

共
済
加
入
が
、
目
標
と
し
て
い

た
60
％
を
超
え
て
61.4
％
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も

す
べ
て
の
組
合
員
の
加
入
目
指

し
、
未
加
入
者
に
継
続
し
た
勧

誘
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

当
初
目
標
超
え
61.4
％
の
共
済
加
入
達
成

栗
東
市
職
　
久
徳
真
司

滋賀県人事委員会勧告のおもな内容

【公民較差】　＋ 0.26％（額＋ 1,037 円）
【給料表改定】国に準じて引上げ改定
初任給 1,500 円の改定、若年層同程度、
その他職員再任用職員は 400 円の改定

【4月遡及改定の地域手当】
県　内　　0.15％引上げて　 7.3％に
東京都　　0.35％引上げて　19.5％に

（特別区）

【Ｈ 29年 4月からの地域手当】
　給与制度の総合的見直しに伴う経過措
置（現給保障）の解消状況を踏まえて条
例に定める支給割合に引上げる。
　県　内　　0.2％引上げて　 7.5％に
　東京都　　0.5％引上げて　20.0％に

（特別区）

【期末・勤勉手当】
　勤勉手当を 0.1 月引上げ、期末勤勉合
計を 4.3 月へ
　※Ｈ 28 年度は 12 月に 0.1 月引上げ、
翌年度からは夏冬各 0.05 月ずつ（年間
合計 0.1 月）引上げ
【扶養手当】
　国に準じて改定するも、配偶者手当受
給者への影響を一層少なくする観点か
ら、より段階的（国２年県３年）に実施
する。
　子にかかる手当額は、配偶者手当の削
減を原資に１万円を超えない範囲で段階
的に引上げる。

解説：職員の５割を占める現給保障者の支給
額には、改定効果は及びません。ただし、退
職金には反映します。

解説：県は全県一律 7.5％と条例制定し、現
在は経過的に7.15％になっています。

確
定
闘
争

秋
季
年
末
闘
争
玄
関
前
で
早
朝
ビ
ラ
配
布
!!

 第 53 回定期大会を開催

　

大
津
市
労
連
は
10
月
13
日
に

大
津
市
労
連
中
央
委
員
会
を
開

催
し
、
秋
季
年
末
に
か
か
る
運

動
の
進
め
方
や
方
針
を
確
認

し
、
翌
14
日
に
は
秋
季
年
末
要

求
書
を
市
長
宛
て
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

中
央
委
員
会
で
は
、
人
員
不

足
に
よ
っ
て
疲
弊
し

て
い
る
職
場
実
態
な

ど
の
意
見
が
参
加
者

か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
の
影
響
等
に
よ

る
災
害
対
応
も
重
な

る
な
か
、
多
く
の
職

場
が
限
界
の
状
況
で

す
。

　

ま
た
「
大
津
市
人

事
・
給
与
構
造
改
革
」

に
よ
る
賃
金
削
減
の

問
題
や
、
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
お
お
つ
の
職
員

の
雇
用
を
め
ぐ
る
問

題
な
ど
多
く
の
重
要

課
題
が
山
積
し
、
人

員
増
の
要
求
実
現
と

合
わ
せ
て
職
員
が
働

き
が
い
を
も
っ
て
仕
事
に
の
ぞ

め
る
大
津
市
役
所
に
変
え
て
い

く
運
動
が
、
い
ま
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

秋
季
年
末
確
定
闘
争
期
を
迎

「人事・給与構造改革」にかかわる市労連総務部長交渉

人
員
増
で
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
に
！

大 津栗 東

　

滋
賀
自
治
労
連
は
10
月
18
日
、
第
53
回
定
期
大
会
を
大
津
市

内
で
開
催
し
、
２
０
１
６
年
度
の
新
役
員
体
制
と
運
動
方
針
を

確
立
し
ま
し
た
。
情
勢
学
習
会
で
は
、「
市
民
の
会
し
が
」
代
表

の
福
井
雅
英
さ
ん
を
講
師
に
、
戦
争
法
（
安
保
関
連
法
）
に
反

対
す
る
滋
賀
の
市
民
運
動
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
質
疑
・

討
論
で
は
、
６
単
組
４
部
会
の
代
議
員
か
ら
積
極
的
な
発
言
が

行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
一
部
（
発
言
要
旨
）
を
紹
介
し
ま
す
。

【
敬
称
略
】

　

職
員
の

補
充
は
非

正
規
職

ば
か
り
で

大
変
な
状
況
。
ま
ず
現
業
の
仲

間
同
士
で
様
々
な
活
動
に
参
加

し
、
県
内
や
全
国
の
仲
間
と
交

流
し
て
い
る
。
当
面
は
人
員
問

題
、
い
か
に
し
て
正
規
職
採
用

を
勝
ち
取
る
か
奮
闘
し
た
い
。

正
規
職
採
用
に
む
け
奮
闘
す
る

現
業
評
議
会
　
奥
村
友
之

え
、
10
月
14
日
に
「
10
・
14
全

国
統
一
行
動
」
に

呼
応
し
て
「
市
職

ニ
ュ
ー
ス
あ
し
な

み
」
を
市
役
所
に

働
く
全
職
員
に
早

朝
配
布
行
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

出
勤
し
て
き
た
一
人
ひ
と
り

に
元
気
よ
く
大
き
な
声
で
朝
の

挨
拶
と
共
に
こ
れ
か
ら
の
闘
い

に
向
け
た
意
思
統
一
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

早
朝
あ
し
な
み
配
布
後
に

「
２
０
１
６
年
秋
季
年
末
要
求

書
」
を
当
局
に
提
出
し
ま
し
た
。

２
０
１
６
人
勧
を
上
回
る

賃
金
改
善
や
職
場
環
境
改

善
な
ど
要
求
を
掲
げ
、
皆

が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
づ
く
り
を
目
指

し
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
28
日
に

は
、「
２
０
１
６
人
勧
勧

告
学
習
会
」
を
予
定
し
、

全
組
合
員
の
参
加
で
成

功
さ
せ
秋
季
年
末
闘
争

の
意
思
統
一
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

賃
金
闘
争
と
生
活
と
憲
法
守
る
運
動
を

住民が主人公の地方自治をめざそう
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◎
23
年
間
飼
っ
て
い
た
猫
が
死

に
１
年
半
の
空
白
。
こ
の
度
新

し
い
猫
を
飼
う
こ
と
に
な
り
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ジ
ャ
ン
・
な
ん

と
や
ら
。
す
ご
く
わ
ん
ぱ
く
で

走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

古
川
勇
　
滋
賀
県
職

◎
人
勧
の
扶
養
手
当
の
見
直
し

が
実
現
と
な
る
と
、
ま
す
ま
す

家
計
が
厳
し
く
な
り
そ
う
で

す
。
別
途
議
論
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
控
除
の
見
直
し
も
、
フ
ル

タ
イ
ム
の
共
働
き
が
厳
し
い
家

庭
も
あ
る
の
で
、
103
万
円
の
壁

の
撤
廃
も
や
め
て
欲
し
い
で

す
。

新
開
一
広
　
大
津
市
労
連

◎
運
動
の
秋
、
食
の
秋
、
読
書

の
秋
と
、
秋
は
そ
れ
ぞ
れ
の
楽

し
み
方
で
有
意
義
に
過
ご
し
た

い
で
す
。

齋
藤
篤
志
　
日
野
町
職
労

◎
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
、
最

近
は
簡
単
で
し
た
が
、
今
回
は

久
し
ぶ
り
に
難
し
か
っ
た
で

す
。

長
坂
幸
一
　
滋
賀
県
職

　
ア
イ
ヌ
の
血
を
引
く
姉
妹

の
伝
統
歌
ユ
ニ
ッ
ト
「
カ
ピ

ウ
と
ア
パ
ッ
ポ
」。

２
０
１
１
年
に
こ

の
姉
妹
が
行
っ
た
、

地
元
北
海
道
で
の

初
ラ
イ
ブ
に
密
着

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
で
す
。

　
阿
寒
湖
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
生
ま
れ
の

絵
美
と
富
貴
子
の

姉
妹
は
幼
い
頃
よ

り
、
祖
先
の
伝
統

歌
に
親
し
ん
で
育

ち
ま
し
た
。高
校
卒
業
後
は
、

と
も
に
本
州
に
渡
り
ま
す

が
、
数
年
後
、
妹
の
富
貴
子

は
地
元
に
戻
る
こ
と
を
、
姉

の
絵
美
は
東
京
の
八
王
子
で

暮
ら
す
道
を
選
び
ま
す
。

　
結
婚
し
、
子
育
て
を
す
る

中
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

の
場
で
伝
統
歌
を
歌
い
継
い

で
き
た
２
人
。
２
０
１
１
年

夏
、
原
発
事
故
の
影
響
で
絵

美
一
家
は
東
京
か
ら
北
海
道

へ
長
期
帰
省
し
ま
す
。
周
囲

の
人
は
こ
の
機
会
に
と
姉
妹

に
よ
る
地
元
ラ
イ
ブ
の
企
画

を
立
ち
上
げ
る
の
で
す
が

…
。

　
11
月
19
日
よ
り
都
内
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
。

１
　
幼
児
の
手
の
よ
う
な
葉

２
　11

月15

日
の
お
宮
参
り

３
　
海
水
は
…
…
か
ら
い

４
　
建
築
良
材
に
も
使
わ
れ
る
ニ
レ

科
の
落
葉
高
木

５
　
寒
い
時
は
…
…
料
理

６
　
人
の
心
を
引
き
つ
け
る
力

９
　
親
社
会
の
仕
事
を
請
け
負
っ
て

し
ま
す

11
　
…
…
章
。
…
…
一
等

14
　
マ
イ
カ
ー
で
旅
行

15
　
七
五
三
の
子
が
手
に
持
つ

（
応
募
方
法
）

　
ハ
ガ
キ
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
答

え
、
住
所
、
氏
名
、
単
組
名
、

職
場
の
で
き
ご
と
、
話
題
、
家

族
の
た
よ
り
な
ど
、
ひ
と
こ
と

お
書
き
く
だ
さ
い
。

（
送
り
先
）

〒
５
２
０
ー
０
０
５
１

大
津
市
梅
林
一
丁
目
３
ー
３０

こ
う
ぜ
ん
ビ
ル
１
Ｆ

滋
賀
県
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

ＦＡＸ
０
７
７
（
５
２
７
）
５
５
２
２

（
締
切
）
十
一
月
十
四
日

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
図
書

券
を
進
呈
し
ま
す
。

《
２
６
０
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者
》

今
西
康
裕
・
池
尻
　
力
（
滋
賀

県
職
）、
船
田
実
佐
・
高
村
和

枝
（
大
津
市
労
連
）
大
堀
友
紀

（
豊
郷
町
職
労
）

《
応
募
数
と
正
解
》

応
募
総
数
は
19
通
。
正
解
は
、

「
ウ
マ
コ
ユ
ル
」
で
し
た
。

16
　11

・23

は
…
…
感
謝
の
日

18
　
…
…
夜
に
ち
ょ
う
ち
ん

19
　
…
…
一
徹
。
…
…
お
や
じ

21
　
チ
ャ
ン
ス
。
絶
好
の
…
…

23
　
同
時
多
発
の
自
爆
…
…

24
　
ウ
サ
ギ
ウ
マ
と
も
言
う

伝
統
歌
ユ
ニ
ッ
ト
の
初
ラ
イ
ブ
に
密
着

佐
藤
隆
之
監
督

「
カ
ピ
ウ
と
ア
パ
ッ
ポ

～
ア
イ
ヌ
の
姉
妹
の
物
語
～
」　

１　♪夕焼け小焼けの……
５　天井の反対語
７　秋を代表する魚
８　トランプ札の 12
10　売り……に買い……で
　　口げんかが始まる
12　太陽をとりまくガス層
13　ターザンの乗り物？
14　体に着るもの
16　日常の用に使う……印
17　人生…古来稀なり
18　株式会社設立の……金
　　は１円でもＯＫです
20　世界文化……に登録さ
　　れた国立西洋美術館
22　ヌリカベや子泣き爺
24　材料。建築……
26　太公望が見つめます
27　かげ絵のことです

【問題】　二重ワクの文字を、Ａ～Eの順に並べてできる言葉は、なに？

全国自治研第
13
回

全国自治研
in 茨城つくば

「
第
13
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
」
が
10
月
１
日
、
２

日
の
両
日
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
で
開
催
さ
れ
、
滋
賀
自

治
労
連
か
ら
は
12
人
、
全
体
で
は
47
都
道
府
県
か
ら

２
２
０
０
人
が
参
加
し
、
楽
し
く
学
び
交
流
し
ま
し
た
。

参
加
者
【
敬
称
略
】
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
よ
る
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
」
の
分
科
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
私
は
普
段
、
子
育
て
や
虐

待
、
精
神
疾
患
な
ど
の
非
常
に

幅
広
い
相
談
に
対
応
す
る
業
務

を
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
仕
事

を
通
じ
、
健
康
っ
て
何
？
健
康

増
進
っ
て
何
？
と
い
う
問
題
意

識
が
あ
り
ま
し
た
。
分
科
会
で

の
問
題
提
起
や
発
表
を
聞
い
た

り
実
習
し
た
り
す
る
こ
と
を
通

じ
、
活
動
の
仕
組
み
次
第
で

個
々
の
力
を
シ
ナ
ジ
ー
的
に
引

き
出
す
事
が
可
能
で
あ
る
と
学

び
ま
し
た
。

　

で
は
、
今
、
自
分
に
何
が

で
き
る
の
か
？
課
題
は
続
き
ま

す
。
学
び
の
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
分
科
会
で
は
職

場
で
関
わ
り
の
あ
る
テ
ー
マ
を

選
択
し
よ
う
と
考
え
、
第
15
分

科
会
「
生
存
権
と
し
て
の
公

的
医
療
保
険
制
度
を
考
え
る
」

を
選
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
始
ま
る
国

保
医
療
保
険
改
革
、
つ
ま
り
、

国
保
運
営
の
都
道
府
県
化
に
つ

い
て
、
仕
組
み
や
他
県
の
状
況
、

課
題
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
保

険
料
の
公
平
な
負
担
の
あ
り
方

に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
学
び
考
え
た

こ
と
を
職
場
の
仲
間
に
伝
え
、

今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

を
身
近
な
も
の
に
―
」
を
受
講

し
ま
し
た
。
自
治
体
職
員
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
議
会
議
員
や

住
民
団
体
の
方
な
ど
様
々
な
方

が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
立

場
は
違
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
わ
が
ま
ち
の
財
政
分
析
を
積

極
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
過
剰

な
ハ
コ
モ
ノ
や
合
併
債
、
ま
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
今
後
の
自

治
体
運
営
に
高
い
関
心
を
持

た
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し

た
。

　

ま
た
地
方
交
付
税
算
定
に
反

映
さ
れ
る
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

方
式
」
で
は
、
国
が
行
政
業
務

を
民
間
委
託
・
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
へ
誘
導
す
る
動
き
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
の
当

局
の
対
応
に
注
意
す
る
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　

分
科
会
は
「
基
礎
か
ら
学
ぶ

自
治
体
財
政
！
―
ま
ち
の
財
政

滋 賀 県 職
本 郷 彰 一

栗 東 市 職
山 口 孝 史

日野町職労
吉 澤 範 文
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